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　植物には、他の植物に寄生し栄養を奪い成長する寄生植物というものが存在する。ヤドリギもそ

の寄生植物の一種である。ヤドリギは贈り物や薬品などに用いられている。しかし、同時にヤドリ

ギはその発芽率が著しく低いことが知られている。そこで私達は、ヤドリギが自然で発芽する環境

を再現することでヤドリギの安定した発芽方法を確率できると考えた。ヤドリギが鳥類に消化され

る過程を再現し、実際に木へ付着させた結果から、私達はヤドリギは鳥類にたべられることでその

発芽率を下げる代わりに、宿主への付着する能力を上げると考察した。

  １　背景

　ヤドリギは木に寄生し成長する寄生植物であると

広く知られているが、その育成は発芽率の低さから

難しいということも知られている。私達はなぜヤドリ

ギの発芽率が低いのか、安定した育成方法を確率

できないのかという疑問から本研究に着手した。

　ヤドリギは鳥類に食べられ、様々な場所でフンと

して排出され発芽することでその生息分布を広げて

いる。私達は分布を広げる際の環境がヤドリギに

とって発芽に最適な状況なのではないかという仮

説を立てた。よって私達はヤドリギが消化される過

程を再現し、実際に木に植えつけ観察してみること

にした。

　鳥の消化を再現する際に、私達は以下の①砂肝

の再現、②胃の再現、③木への植え付け、を設定

した。

　鳥は人間のように歯を待たない代わりに、砂肝と

いう器官に小石をため、それを用いて食べたものを

細かく砕いている。ヤドリギもそのように石粒で実を

砕かれていると考えられるのでこれを再現すること

とした。

　鳥の胃は人間と同じように胃液によって内容物を

消化する。胃液の完璧な再現はかなり困難である

ため塩酸で代用し、また、鳥の代表的な消化酵素

であるトリプシンを加え、鳥の体温に近づけた保温

室で一晩放置することにした。

　ヤドリギの発芽率を宿主ごとにまとめた先行研究

があったため、それを参考にし、我が校の校庭にあ

る桜の木へ種を植えつけることにした。また、ヤドリ

ギは一般的に冬に発芽するため１２月に植え、その

後数ヶ月間観察した。

　ヤドリギは宿主に寄生する際、寄生根と呼ばれる

根を生やし、それを用いて宿主の表被を溶かし内

部に進入することがわかっている。（図１）私達の実

験ではこの寄生根を確認することで発芽の条件とし

た。

図１：寄生根の様子を表したもの



２　材料と方法

　まず、①砂肝の再現に着手した。ポリ袋に

2mm~5mmほどの石粒を体積の半分ほど入れた

ものを用意いた。（図２）

　これにヤドリギの種を数粒ずつ入れ、実の部分が

傷ついたり、潰れたのを確認してから取り出す。こ

れを繰り返し、砂肝の再現を施したヤドリギの種を

６０粒用意した。

　次に、②胃の再現である。鳥の代表的な消化酵

素であるトリプシンを用いて胃の消化再現を行っ

た。また消化酵素の違いによる結果の相違を見る

ために、トリプシンの他、パパイン、セルラーゼ、ペ

クチナーゼを用いて消化の再現をした。再現にあ

たって消化液の再現をする。塩酸(1mol/L)に各消

化酵素＊を鳥の胃液のpH値である2〜3になるま

で加える。

＊消化酵素について

トリプシンの他にパパイン、セルラーゼ、ペクチナー

ゼを今回用いたが、それぞれの濃度の違いが結果

に影響を及ぼすか見るために、それぞれ0.3mgを

10mlの水に溶かし（これを原液とする）、これを

1/10,1/100にそれぞれ希釈したものを用意した。こ

れをそれぞれ用いて②用の塩酸を調整する。

　合計でトリプシン、パパイン(原液)、パパイン

(1/10)、パパイン(1/100)、セルラーゼ(原液)、セル

ラーゼ(1/10)、セルラーゼ(1/100)、ペクチナーゼ

(原液)、ペクチナーゼ(1/10)、ペクチナーゼ(1/100)

、酵素なしの胃液を再現したものを用意しそれそれ

に①の工程を施したヤドリギの種を５粒ずついれ

た。（図３）

　これを鳥の体温に近づけた保温器(40℃)に一晩

放置する。これは鳥の体温に近づけることで酵素

の働きを強くするためである。

　最後に、②の工程を施したヤドリギの種を実際に

③木へ植え付けてみる。今回、私たちは木へ一個

体につき５粒ずつ種を付着させた。（図４）これは使

用した消化酵素ごとに結果を観測しやすくするため

であるのと、一つの個体に大量のヤドリギを付着さ

せないことで、種同士で栄養を奪い合わないように

させるためである。木の種類は宿主ごとにヤドリギ

の発芽率をまとめた先行研究（図５）があったため

それを参考にし、まとめられている宿主のなかでも

比較的高い発芽率であったヤマモモから、我が校

に群生している桜に決めた。

図２：ポリ袋で砂肝を再現したもの

　　　　　

図３-1：胃液を再現した液ごとにヤドリギ　　　　　　

を実ごと浸したもの　

図３-2：浸した後のヤドリギを水で洗ったもの



図４：木へ種を付着させた様子

図５：宿主ごとにヤドリギの発芽率をまとめた先行

研究

３　結果と考察

　木へ種を付着させ一か月経った後、一週間ごとに

種の様子を確認した。結果として、種に目立った変

化は見受けられなかった。

　そこで、消化過程と発芽との関係を他の観点で考

えてみる。ヤドリギの宿主へ付着することについ

て、消化の過程はなんらかの影響を与えているか

調べるために次の予備実験を行った。

　まず、図2のように消化酵素ごとに塩酸に浸した

ヤドリギの種をそれぞれ5粒ずつ用意し、水で洗

い、実の部分を落とす。

　そして、おおよそ同じ形をした桜の木の枝を数本

用意し、使用した消化酵素ごとに付着させる。ある

程度乾いたら、それぞれの種に同じ長さの紐を枝

につかないように接着剤で固定させ、ばねばかりを

用いて、どれほどの力がかかると種が枝から離れ

るのかを測定する。（図6）測定した後に用いた消化

酵素ごとに平均の値を出す。

　結果をグラフにまとめると図7の様に表せる。グラ

フから、セルラーゼ、ペクチナーゼを1/100に希釈し

たものを用いたヤドリギの種はその粘着力を増すと

いうことが分かる。

　以上の事から私たちは、ヤドリギは消化されると

その発芽率を著しく低下させる代わりに、宿主へ安

定して付着するために自身の粘着力を増すと、考

察した。

図6:ヤドリギの粘着力をバネばかりを用いて検証

する様子



図7:結果をグラフにまとめたもの（縦軸:種が離れた

瞬間のニュートン値の平均、横軸:酵素の希釈度合

い）

　今回、本来の目的であるヤドリギの発芽を安定さ

せる育成法を確立させることはできなかったが、ヤ

ドリギの発芽に関するメカニズムを一つ解明できた

ような結論が出た。

　本研究の反省点としては、試行回数が少ないとい

うのと、定量的なデータが少ない、実験において、

対称性があまりとれていない、というのが挙げられ

るので、次回からは修正し、より正確な結果が得ら

れるよう善処したい。

　展望ではあるが、もし可能ならより多くの消化酵

素、希釈度合いで再度実験し、本来の安定したヤド

リギの育成方を確立させる手立てを生み出したい。
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